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巻

氣
仙
大
工
出
稼
の
移
動
範
圍
と
距
離
的
性
格
の
一
考
察

川
本
忠
平

ま
え
が
き

一
般
に
労
働
力
の
移
動
に
就
て
は
地
理
的
婆
問
的
移
動
に
伴
う
社
会
的
移
動

（
ぎ
c
i
巴
呂
的
r
監
i
。
こ
の
諸
関
係
を
鼠
逸
し
て
は
な
ら
ぬ
が
、
陸
前
気
仙
地
方

に
於
け
る
農
民
大
工
出
縁
は
一
部
の
出
稼
離
村
者
（
婆
二
男
の
養
子
縁
組
に
ょ
る

Ⅲ
縁
先
へ
の
牡
村
）
を
除
き
、
主
と
し
て
盆
．
正
月
の
帰
郷
以
外
は
一
年
を
周
期

と
す
る
回
帰
的
移
動
で
あ
る
。
従
っ
て
社
会
的
職
業
的
地
位
の
変
動
を
企
図
し
て

移
動
せ
ん
と
す
る
完
全
移
動
と
は
白
か
ら
趣
き
を
奥
に
す
る
。
筆
者
は
既
に
大
－
工

出
稼
発
揮
の
生
産
的
地
磐
及
び
出
縁
の
質
的
吟
味
に
関
す
る
部
分
的
研
究
成
果
を

得
て
来
た
が
、
こ
れ
等
に
見
た
当
出
縁
の
特
徴
が
移
動
範
囲
の
変
動
及
び
其
の
距

離
的
性
格
に
如
何
様
に
顕
現
す
る
か
は
興
味
あ
る
課
題
で
あ
ろ
う
0

そ
こ
で
本
稿
に
於
て
ほ
当
出
様
の
地
理
的
客
間
的
移
動
（
G
2
g
昌
盲
i
c
已

呂
g
r
ミ
ド
ミ
こ
の
画
よ
り
其
の
出
縁
範
囲
及
び
移
動
距
離
の
諸
問
題
を
分
析
吟
味

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
が
，
常
に
其
の
背
後
に
あ
っ
て
、
か
1
る
移
動
性
格
を

前
景
に
押
し
出
し
た
地
理
的
意
義
に
注
目
し
た
フ
餌
小
論
は
彼
の
南
部
杜
氏
－
漆

か
き
出
縁
に
み
る
此
の
種
の
研
究
と
姉
妹
的
関
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
等
の
比
較
研
究
よ
り
す
る
諸
論
考
は
別
の
棉
会
に
譲
り
た
い
。

－
移
動
範
囲
の
禦
勅

大
工
労
働
市
場
に
於
け
る
労
力
需
要
の
程
度
は
匪
成
建
築
物
の
滑
耗
、
及
び
近

代
的
都
市
建
設
、
災
寅
復
興
等
に
関
係
し
、
殊
に
移
動
範
岡
の
著
し
い
変
動
期
は

戦
後
の
如
き
災
害
復
興
時
に
現
れ
る
。

（
誰
〕
大
工
用
寝
は
彼
の
南
部
姓
氏
の
如
く
過
去
に
於
け
る
出
様
希
敗
の
明
確
な
る
資

料
に
乏
し
く
、
共
の
賽
意
を
把
握
す
る
の
に
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
昭
和
二
十

四
年
度
用
積
老
料
蕗
一
三
九
四
名
の
内
約
七
割
を
占
め
る
小
友
、
米
崎
、
末
峰
の
各
村

及
び
高
日
、
気
仙
両
町
を
選
定
し
、
大
正
初
年
以
東
の
移
動
者
と
其
の
梢
程
市
場
の
勁

欒
を
調
査
し
た
。

第
一
表
は
出
様
給
拒
寸
心
地
域
の
瓦
ケ
町
村
に
於
け
る
田
稼
者
数
の
変
動
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
、
か
、
こ
れ
に
依
る
と
甑
に
大
正
五
年
当
時
、
可
成
り
の
移
動
者

を
出
し
て
い
た
こ
と
を
推
察
し
得
る
。
又
同
十
五
年
前
後
に
至
っ
て
各
町
村
と
も

極
め
て
高
い
移
動
率
を
示
し
恰
も
出
稼
最
盛
期
の
観
を
口
壬
す
る
。
こ
れ
が
昭
和
の

年
次
に
入
り
や
1
低
調
な
る
移
動
傾
向
を
示
す
も
同
十
年
前
後
に
は
再
び
高
い
移

動
率
を
と
り
，
殊
に
米
崎
村
に
於
て
は
六
ヶ
年
問
移
㌣
者
総
数
の
内
最
高
出
様
率

を
示
し
！
其
の
他
各
町
村
に
於
て
も
大
正
十
五
年
に
次
ぐ
移
動
盛
況
斯
を
迎
え
た



も
の
1
如
く
で
あ
る
っ
同
十
年
以
後
何
れ
の
町
村
も
出
様
人
数
把
握
の
上
に
於
て
 
 

信
用
に
足
る
資
料
は
如
く
其
釘
移
動
傾
向
を
見
る
こ
と
ほ
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
 
 

此
の
期
間
は
太
平
洋
戦
争
を
迎
え
た
異
常
社
会
で
あ
り
兵
役
、
徴
用
等
に
ょ
る
強
 
 

制
移
動
が
多
く
、
従
っ
て
大
工
職
出
様
は
一
般
に
低
調
で
あ
つ
た
と
推
察
さ
れ
 
 

陸前気仙大工出稼老の変動（5ケ町村の場合）（第1表）  

一等 同10 同15 警和 同10 

小友村  1孟 不明 300 275 268 不明 如8 2451492  
賓  

末峰村  不明 1211る0 117 130 〝〝  99  63 690  
高田町  202 不明   350 不明  320 〝〝  231 262 1365  

数  
気仙町  不明 不明  289  270 不明  〃〝  240  2る11060   

小友村  13．2 不明 20．118・4 17．9 不明  14・0 16JlOO†0  

割  

末略辞  不明 ！7．6 232 16．9 18．8 〝〝 14・4  9・1ioo・0  

A  

気仙町  不明 不明 27．3 25．4 不明 〝′′  22・7 24・6100・   

気
仙
大
工
班
磋
の
移
動
範
囲
と
提
議
的
性
格
の
一
考
察
（
川
本
）
 
 

一
．
 
 

5ケ町村は大工田壕、給源農村の中核をなし、全体の約7割を占める。  

各町村の寒地調査に基く。  

る
。
し
か
る
に
戦
後
に
 
 

於
け
る
移
動
傾
向
は
各
 
 

町
村
と
も
移
動
再
燃
期
 
 

を
迎
え
二
十
四
年
度
の
 
 

そ
れ
に
於
て
は
、
大
正
 
 

五
年
、
或
ほ
昭
和
十
年
 
 

に
次
ぐ
高
率
移
動
を
示
 
 

し
て
い
る
。
 
 
 

こ
れ
等
に
ょ
つ
て
気
 
 

仙
大
工
出
様
の
移
動
傾
 
 

向
は
凡
そ
五
つ
の
変
動
 
 

期
に
区
分
さ
れ
、
第
一
、
 
 

期
ほ
明
治
初
年
よ
り
同
 
 

未
年
に
至
る
段
階
で
あ
 
 

り
、
殊
に
明
治
四
十
三
 
 

年
来
北
本
腺
鞄
適
期
に
 
 

及
ぶ
期
間
で
あ
る
っ
第
 
 

二
期
は
大
正
初
年
よ
り
 
 
 嗣

十
五
年
に
亘
る
出
椋
最
盛
期
の
段
階
と
見
徹
さ
れ
、
夢
二
期
は
昭
和
の
初
年
次
 
 

か
ら
同
十
年
に
至
る
段
階
で
あ
る
。
し
か
る
に
第
四
期
は
戦
争
時
代
を
迎
え
た
出
 
 

稼
中
箱
時
代
で
あ
り
第
五
期
は
戦
後
に
於
け
る
出
様
再
開
期
の
段
階
で
あ
ろ
ヶ
。
 
 
 

こ
れ
を
移
動
先
別
変
動
に
就
て
み
る
に
第
一
期
移
動
段
階
に
於
て
は
岩
手
県
東
 
 

磐
井
地
方
、
及
び
一
節
を
中
心
と
す
る
県
内
揖
稼
と
、
宮
城
県
市
場
へ
の
移
動
が
 
 

中
心
と
な
つ
て
い
る
。
殊
に
後
者
は
「
南
行
き
」
と
称
せ
ら
れ
藩
政
未
に
ほ
可
成
 
 

り
の
移
動
者
を
見
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
「
南
行
き
」
ほ
普
通
広
田
湾
に
あ
 
 

る
脇
ノ
沢
港
よ
り
海
路
を
経
て
塩
釜
に
入
り
仙
台
に
至
っ
た
も
の
で
あ
り
、
文
一
 
 

関
市
場
へ
は
一
関
、
今
泉
街
道
を
「
わ
ら
じ
が
け
」
で
徒
接
し
た
。
気
仙
大
工
出
 
 

稼
の
移
動
範
囲
と
其
の
変
動
表
に
依
れ
ば
（
琴
一
表
参
照
）
大
正
五
年
の
出
稼
労
 
 

働
市
場
に
於
て
岩
手
県
内
出
稼
が
三
割
八
分
を
占
め
、
こ
れ
に
次
い
で
宮
城
系
統
 
 

が
三
割
六
分
を
有
し
約
七
割
四
分
が
県
内
、
宮
城
市
場
へ
の
出
縁
者
に
ょ
っ
て
独
 
 

占
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
か
に
第
一
期
発
展
に
於
け
る
移
動
範
囲
の
中
核
が
 
 

「
東
磐
井
及
び
一
関
行
き
」
と
「
南
行
き
」
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
 
 

る
。
 
 ①

 
 
 

彼
の
南
部
杜
氏
が
南
部
港
内
北
上
川
酒
造
地
帯
を
中
心
と
す
る
薄
内
侶
稼
一
と
 
 

「
一
関
、
仙
台
行
き
」
が
第
一
期
発
展
段
階
で
あ
つ
た
の
と
類
似
す
る
が
∴
気
仙
 
 

地
方
は
藩
政
時
代
よ
り
既
に
仙
台
溝
に
属
し
海
路
に
ょ
る
彼
我
の
交
通
ほ
古
く
よ
 
 

り
促
進
せ
ら
れ
て
い
た
。
従
っ
て
当
大
工
職
出
稼
が
仙
台
を
中
心
と
し
た
宮
城
一
 
 

円
に
早
く
よ
り
進
出
す
る
機
会
を
得
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
る
に
明
治
四
十
三
年
泉
北
本
線
が
開
通
す
る
や
交
通
の
便
宜
に
伴
い
北
ほ
 
 

青
森
、
秋
田
、
北
市
道
、
南
ほ
福
島
、
東
京
、
神
奈
川
方
面
の
新
労
働
市
場
を
求
 
 

ニ
¶
r
㍗
〔
 
 
 

一
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第
三
春
 
 
 

め
て
移
動
す
る
傾
向
を
示
す
に
至
っ
た
。
 

の
で
あ
る
が
、
大
正
十
五
年
の
移
動
傾
向
に
於
て
県
内
．
宮
城
市
場
へ
の
移
動
が
 
 

低
下
す
る
に
反
し
一
（
四
一
・
六
％
）
東
京
市
場
へ
の
出
稼
者
が
二
割
三
分
の
急
増
 
 

的
移
動
傾
向
を
示
す
。
の
み
な
ら
ず
北
海
道
、
青
森
、
秋
由
、
山
形
、
福
島
、
埼
 
 

玉
、
長
野
、
大
阪
各
市
場
に
、
更
に
「
樺
太
」
、
「
朝
鮮
」
、
「
台
湾
」
等
の
外
地
市
 
 

場
に
移
動
す
る
等
、
極
め
て
多
角
的
な
遠
距
証
市
場
へ
の
移
動
を
鼠
る
。
こ
れ
は
 
 

④
 
 

硬
の
南
部
杜
氏
が
大
正
初
期
よ
り
同
十
年
に
至
る
発
展
期
に
於
て
ひ
と
り
県
内
、
 
 

気仙大工出稼の移動範囲と其の変動（第2衷）  

241108 140   

25   283  

42  150  199   280   2 

34132 

498  1236   662   881  9 

2．45．1 

01．2i．1 

ー
↓
四
 
 
 

仙
台
市
場
み
の
な
ら
ず
東
北
日
本
に
確
固
た
る
地
盤
を
築
い
た
時
期
と
一
致
し
て
 
 

い
る
が
、
こ
れ
等
は
鉄
道
交
通
の
発
達
と
世
界
戦
争
を
契
磯
と
す
る
我
が
国
の
資
 
 

本
主
義
的
発
展
に
応
じ
た
好
景
気
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
束
京
市
場
へ
の
 
 

大
工
出
様
者
が
大
正
五
年
に
於
て
五
％
の
低
率
移
動
で
あ
る
に
反
し
同
十
五
年
に
 
 

二
三
％
の
高
率
を
示
す
こ
と
は
、
彼
の
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
に
ょ
る
筏
輿
 
 

作
業
要
員
と
し
て
当
地
方
の
大
工
職
人
が
招
樽
さ
れ
た
こ
と
に
依
る
。
こ
れ
は
災
 
 

害
後
輿
に
ょ
る
一
時
的
現
象
で
ほ
あ
る
が
、
し
か
し
一
皮
び
労
働
市
場
を
獲
得
す
 
 

備考 気仙郡小友、光輝、末崎、高田、気仙の5ケ町村の寒地調査  

に基く。  

る
と
こ
れ
が
伝
統
的
労
働
市
場
に
置
き
か
え
ら
れ
、
現
在
に
至
 
 

る
迄
高
い
移
動
率
を
示
し
て
い
る
こ
と
ほ
見
逸
せ
な
い
。
要
す
 
 

る
に
第
二
期
発
展
は
時
代
的
背
景
と
東
京
市
場
の
労
力
需
要
に
 
 

対
応
し
て
気
仙
大
工
出
稼
が
確
固
た
る
地
盤
を
築
い
た
時
期
で
 
 

あ
り
、
大
正
三
牛
丸
月
に
ほ
小
友
村
に
て
建
築
講
習
会
が
始
め
 
 

ら
れ
毎
年
八
月
、
或
は
二
月
に
大
工
養
成
の
研
究
会
が
生
れ
る
 
 

等
．
出
様
最
盛
期
の
段
階
と
云
え
る
。
 
 
 

第
三
期
発
展
段
階
は
昭
和
の
初
年
か
ら
陶
十
年
に
至
る
期
間
 
 

で
あ
る
が
、
此
の
期
に
於
て
は
県
内
、
宮
城
市
場
が
第
l
一
期
の
 
 

そ
れ
よ
り
も
更
に
低
率
移
動
を
示
し
て
い
る
。
（
 

東
京
市
場
も
二
割
三
分
か
ら
一
割
二
分
の
移
動
率
に
低
下
し
て
 
 

い
る
が
、
逆
に
北
海
道
市
場
へ
の
そ
れ
が
三
割
の
高
率
を
示
し
 
 

第
二
期
の
移
動
よ
り
も
二
割
の
増
率
を
見
る
・
。
既
に
北
海
道
市
 
 

場
へ
の
出
稼
は
大
正
五
年
に
八
・
四
％
の
移
動
率
を
示
し
漸
次
 
 

当
労
働
市
場
の
確
保
が
行
ほ
れ
つ
ゝ
あ
つ
た
が
、
第
三
期
に
於
 
 

「
」
 
 
 



て
活
気
的
移
動
傾
向
を
見
た
の
ほ
昭
和
八
年
大
折
渡
線
の
開
通
に
ょ
る
交
通
の
便
 
 

と
共
に
、
北
海
道
開
発
政
策
め
強
固
な
推
進
に
ょ
り
．
此
の
種
労
働
の
需
要
が
高
 
 

度
化
さ
れ
た
こ
と
に
某
国
す
る
。
従
っ
て
第
三
期
発
展
は
北
海
道
市
場
の
労
力
需
 
 

要
の
高
度
化
に
伴
い
県
内
、
宮
城
市
場
へ
の
移
動
者
が
当
労
働
市
場
に
誘
引
さ
れ
 
 

る
と
共
に
、
東
京
復
興
の
完
成
に
ょ
る
労
力
需
要
の
低
7
に
伴
い
此
の
方
面
の
移
 
 

動
者
が
北
海
道
に
出
様
先
を
変
更
し
た
こ
と
に
ン
よ
る
。
 
 
 

第
四
期
発
展
段
階
ほ
昭
和
十
一
年
以
降
同
二
十
年
に
至
る
戦
争
時
代
で
あ
る
が
 
 

産
業
の
合
理
化
、
企
業
の
整
備
統
合
に
ょ
り
大
工
磯
移
動
も
一
般
に
低
調
を
示
 
 

す
。
 
 
 

し
か
し
戦
後
第
五
期
発
展
段
階
に
入
っ
て
戦
災
に
ょ
る
工
場
地
帯
の
積
興
ほ
勿
 
 

論
、
一
般
住
宅
及
び
官
公
舎
の
建
築
（
殊
に
学
制
改
変
に
ょ
る
新
制
中
学
の
建
 
 

築
）
作
業
が
各
地
で
起
り
昭
和
l
一
十
四
年
に
ほ
気
仙
郡
全
体
で
一
三
九
憫
名
の
出
 
 

稼
者
を
見
る
等
、
所
謂
出
稼
再
開
期
を
迎
え
る
に
至
っ
た
。
 
 
 

従
っ
て
当
出
稼
の
移
動
傾
向
は
第
一
期
発
展
段
階
に
於
て
県
内
、
宮
城
市
場
を
 
 

中
核
と
し
た
が
、
第
二
、
琴
二
期
を
経
て
現
在
に
至
る
に
及
び
県
内
、
宮
城
市
場
 
 

の
そ
れ
ほ
漸
次
低
い
移
動
傾
向
を
と
る
。
し
か
し
こ
れ
が
伝
統
的
労
働
市
域
と
し
 
 

て
根
強
い
市
場
圏
を
獲
保
し
て
い
る
こ
と
ほ
見
逸
せ
な
い
。
し
か
る
に
第
二
期
移
 
 

動
に
於
て
ほ
東
京
市
場
を
中
心
と
す
る
各
地
新
市
場
獲
得
の
傾
向
が
見
ら
れ
、
第
 
 

三
期
に
入
ろ
に
及
ん
で
北
海
道
市
場
へ
の
移
動
が
最
高
率
を
示
す
が
第
閏
期
に
至
 
 

っ
て
移
動
の
中
箱
が
起
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
第
五
期
発
展
段
階
に
入
る
や
多
数
の
 
 

出
様
者
を
聾
出
す
る
が
決
し
て
無
秩
序
な
移
動
で
は
な
く
、
過
去
の
縁
故
的
市
場
 
 

を
生
か
し
た
移
動
傾
向
を
示
す
。
即
ち
北
海
道
市
場
が
二
七
・
九
％
の
最
高
率
を
 
 

気
仙
大
工
出
壕
の
移
動
範
囲
と
距
離
的
性
格
の
一
考
察
（
川
本
）
 
 

【
 
 

示
し
東
京
市
場
へ
の
そ
れ
が
一
九
・
九
％
、
宮
城
が
．
一
八
・
九
％
、
青
森
が
九
、
 
 

一
 
 

気仙大工の移動竃周の欒動と移動傾向  
Chal－geOfmりⅤぐmeこIteircleortheKe鎧enCarpenter貞礼l－dtenden（！yOr－nOVement・  

九
％
、
県
内
の
 
 

そ
れ
が
六
・
三
 
 

％
の
割
合
を
も
 
 

っ
て
移
動
し
て
 
 

い
る
。
以
上
に
 
 

ょ
り
当
出
稼
労
 
 

働
市
場
は
藩
政
 
 

時
代
以
来
の
 
 

「
県
内
及
び
宮
 
 

城
市
場
」
と
、
 
 

「
東
京
市
場
を
 
 

中
心
と
す
る
京
 
 

浜
地
帯
」
及
び
 
 

「
北
海
道
市
場
」
 
 

の
三
つ
の
中
心
 
 

市
場
間
を
有
し
 
 

他
に
戦
後
に
於
 
 

け
る
大
阪
市
場
 
 

を
初
め
多
く
の
 
 

ブ
ラ
ン
チ
的
市
 
 

場
を
も
つ
。
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前
図
は
こ
れ
等
の
出
嫁
発
展
段
階
と
昭
和
二
十
四
年
に
於
け
る
出
産
市
場
及
び
 
 

市
場
別
人
員
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
．
北
海
道
市
場
が
二
四
・
三
％
で
最
高
率
 
 

を
見
せ
、
東
京
（
一
八
・
四
％
）
、
宮
感
（
一
六
・
〇
％
）
．
岩
手
（
七
・
八
％
）
 
 

市
場
が
こ
れ
に
次
ぐ
移
動
率
を
有
し
既
に
見
た
五
ケ
町
村
の
移
動
傾
向
と
殆
ん
ど
 
 

同
じ
移
動
割
合
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
等
の
移
動
先
ほ
過
去
に
於
て
有
し
た
振
放
 
 

的
市
場
圏
を
中
核
と
し
て
い
る
が
、
唯
注
目
す
べ
き
は
名
古
屋
、
神
戸
、
広
島
等
 
 

の
新
市
場
へ
の
移
動
を
見
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ほ
戦
災
復
興
に
よ
る
建
築
作
 
 

業
要
員
の
篇
要
に
応
じ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
つ
て
従
来
よ
り
の
市
場
圏
と
 
 

共
に
太
平
洋
側
に
拾
う
大
都
市
に
其
の
労
働
市
場
を
拡
大
し
た
こ
と
を
物
語
る
▼
。
 
 

嘗
て
の
関
東
大
震
災
を
契
機
と
す
る
東
京
市
場
の
獲
得
が
伝
統
的
出
稼
市
場
圏
と
 
 

な
つ
た
如
く
、
こ
れ
等
の
壬
妥
都
市
へ
の
足
場
が
将
来
へ
の
移
動
を
喚
起
す
る
こ
 
 

と
は
当
然
で
あ
り
、
従
っ
て
第
五
期
移
動
ほ
気
仙
大
工
出
稼
の
全
国
的
規
模
に
於
 
 

け
る
出
稼
発
展
期
と
云
い
得
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
こ
れ
等
の
移
動
傾
向
に
就
て
見
逸
し
得
な
い
こ
と
は
、
既
に
第
二
期
、
 
 

第
三
期
移
動
に
於
て
「
朝
鮮
」
、
「
清
洲
」
、
「
台
湾
」
、
「
樺
太
」
等
の
外
地
市
場
に
 
 

移
動
し
た
も
の
が
可
成
り
あ
り
、
叉
戦
後
第
瓦
斯
発
展
段
階
に
み
る
如
く
全
国
的
 
 

規
模
に
於
け
る
長
粒
馳
市
境
へ
の
出
稼
傾
向
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
更
に
こ
れ
が
 
 

太
平
洋
側
に
拾
う
労
働
市
場
に
主
と
し
て
移
動
す
る
こ
と
ほ
、
彼
の
南
部
杜
氏
が
 
 

太
卒
洋
側
酒
造
地
帯
に
沿
う
南
北
型
長
距
離
移
動
を
示
し
た
の
と
類
似
す
る
っ
し
 
 

㊥
 
 

か
し
杜
氏
出
稼
が
宮
城
及
び
岩
手
県
内
市
場
と
近
年
に
於
け
る
北
海
道
．
福
島
系
 
 

統
の
四
つ
の
労
働
市
場
を
中
心
と
し
、
其
の
他
ブ
ラ
ン
チ
的
市
場
を
も
ち
、
こ
れ
 
 

が
良
距
証
移
動
の
性
格
を
示
す
と
柾
も
東
北
地
方
以
南
の
移
動
は
僅
か
一
％
に
過
 
 

ー
一
大
 
 
 

ぎ
な
か
つ
た
の
に
対
し
、
当
大
工
職
出
産
は
約
一
七
％
の
関
東
、
匪
西
労
働
市
場
 
 

へ
の
移
動
者
を
出
し
杜
氏
の
そ
れ
よ
り
逼
か
に
強
い
長
距
鉦
的
移
動
性
を
義
元
し
 
 

て
い
る
。
 
 〓

 
南
北
型
長
距
融
移
動
 
 

④
 
 

一
般
に
人
口
の
完
全
移
動
に
し
ろ
一
時
的
移
動
に
於
て
も
労
働
市
場
の
よ
り
近
 
 

距
離
の
着
か
ら
移
動
が
行
わ
れ
其
の
吸
引
中
心
地
へ
の
数
は
移
動
距
証
と
逆
比
例
 
 

す
る
と
云
わ
れ
、
更
に
ヤ
ン
グ
は
都
市
人
口
の
吸
引
力
ほ
都
静
間
の
距
離
の
自
乗
 
 

㊥
 
 

に
反
比
例
し
て
滅
ず
る
と
云
い
、
所
謂
「
ヤ
ン
グ
の
近
靡
群
移
動
の
法
則
」
を
樹
 
 

立
し
た
。
こ
れ
等
は
農
村
労
働
力
の
都
市
へ
の
移
動
に
距
離
的
制
約
の
存
在
す
る
 
 

こ
と
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
気
仙
大
工
ほ
明
か
に
農
民
大
工
と
し
て
の
性
格
を
 
 

有
す
る
が
、
其
の
移
動
傾
向
ほ
近
距
艶
移
動
に
従
わ
ず
労
働
市
場
の
よ
り
近
在
農
 
 

村
を
飛
び
越
え
て
移
動
す
る
遠
地
出
様
の
性
格
を
持
つ
。
こ
れ
ほ
既
に
当
出
椋
の
 
 

質
的
吟
味
に
み
た
如
く
此
の
穫
の
労
働
が
単
な
る
筋
肉
的
労
働
で
は
な
く
特
殊
な
 
 

身
体
的
技
術
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
に
其
の
主
因
を
求
め
得
る
と
思
う
。
 
 
 

北
上
川
流
域
尭
単
農
村
の
南
部
杜
氏
が
長
距
敵
移
動
性
を
有
し
た
の
も
当
労
働
 
 

⑥
 
 

が
「
米
」
と
「
水
」
と
「
寒
暖
の
調
節
」
を
配
合
と
す
る
特
殊
な
技
術
を
必
要
と
 
 

し
、
所
謂
代
替
性
の
乏
し
い
労
働
な
る
が
故
に
遠
距
離
的
移
動
を
示
し
た
。
農
民
 
 

出
様
と
し
て
の
気
仙
大
工
出
稼
も
こ
れ
と
同
じ
性
格
に
基
因
す
る
と
見
徹
さ
れ
る
 
 

が
、
杜
氏
の
そ
れ
よ
り
も
、
よ
り
強
い
速
距
離
的
移
動
を
な
す
こ
と
は
如
何
な
る
 
 

理
由
に
ょ
る
か
。
 
 
 

彼
の
杜
氏
出
稼
ほ
北
上
川
米
単
農
村
を
給
酸
と
し
冬
期
約
四
ケ
月
の
生
産
停
山
 
 

l
 
 
 



斯
に
於
け
る
遊
閑
労
働
の
一
時
的
賃
労
化
と
し
て
現
れ
る
に
反
し
、
大
工
掛
塚
給
 
 

漁
地
域
ほ
裏
作
魔
皆
の
可
能
な
田
畑
併
合
農
村
で
あ
り
通
年
的
に
農
業
労
力
投
下
 
 

の
必
要
な
地
方
で
あ
る
。
し
か
し
一
戸
当
り
の
田
畑
経
営
面
顧
は
五
反
七
畝
の
零
 
 

細
規
模
農
家
で
あ
る
こ
と
よ
り
、
土
地
生
産
の
弱
体
に
対
応
し
た
賃
労
化
の
一
類
 
 

と
し
て
大
工
揖
稼
が
打
ち
出
さ
れ
る
。
従
っ
て
大
工
給
酸
農
村
に
於
て
は
農
業
労
 
 

力
の
季
節
的
遊
閑
期
を
迎
え
る
と
云
う
性
格
は
杜
氏
の
如
く
顕
著
で
ほ
な
く
、
其
 
 

の
賃
労
化
に
於
て
季
節
的
制
約
を
殆
ん
ど
受
け
な
い
が
、
反
面
賽
細
土
地
生
産
を
 
 

補
う
常
時
賃
労
化
の
必
要
が
あ
る
ぺ
 
 

⑦
 
 
 

杜
氏
の
そ
れ
が
冬
期
に
於
け
る
季
節
的
出
稼
で
あ
る
に
反
し
、
大
工
出
稼
が
周
 
 

年
的
出
産
で
あ
る
の
も
か
ゝ
る
給
漁
農
村
に
於
け
る
土
地
生
産
構
造
の
差
異
に
基
 
 

い
て
い
た
。
選
言
す
れ
ば
両
出
様
共
、
自
然
的
制
約
に
ょ
る
不
合
理
な
農
家
経
営
 
 

を
合
理
化
せ
ん
と
す
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
現
れ
る
が
、
杜
氏
の
そ
れ
は
冬
期
の
 
 

み
の
出
様
賃
労
化
を
合
理
的
と
な
し
、
大
工
の
そ
れ
は
通
年
的
賃
労
化
を
合
理
的
 
 

農
家
経
営
と
な
す
為
、
前
者
が
移
動
期
間
の
制
約
を
受
け
る
に
対
し
後
者
の
そ
れ
 
 

は
移
動
に
対
す
る
時
期
的
制
約
を
受
け
な
い
。
従
っ
て
出
税
収
入
の
よ
り
高
い
労
 
 

働
市
場
に
白
山
に
移
動
す
る
こ
と
・
が
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
が
杜
氏
の
そ
れ
よ
り
轟
 
 

か
に
強
い
遠
踵
敵
移
動
性
を
示
す
に
至
っ
た
主
要
因
と
見
倣
さ
れ
る
。
 
 
 

更
に
労
働
市
場
側
か
ら
見
て
各
地
酒
造
市
場
は
固
有
の
風
味
を
も
つ
清
酒
を
出
 
 

す
こ
と
よ
り
、
精
通
し
た
熟
練
工
を
必
要
と
し
常
に
∵
足
の
労
働
者
を
要
求
す
 
 

る
。
 
 
 

従
っ
て
市
場
側
と
の
関
係
ほ
一
時
的
雇
傭
で
は
な
く
先
祖
伝
来
的
勤
続
性
を
有
 
 

し
出
稼
市
場
の
固
定
的
性
格
を
持
つ
こ
と
よ
り
、
新
市
場
圏
の
拡
大
に
ほ
大
工
出
 
 

気
仙
大
工
出
桜
の
移
動
範
囲
と
距
離
的
性
格
の
一
考
察
（
川
本
）
 
 

稼
の
如
き
自
由
な
開
放
性
を
も
た
な
い
。
殊
に
大
工
労
働
市
場
は
一
定
の
建
築
物
 
 

の
完
成
に
ょ
っ
て
他
の
労
働
市
場
を
来
町
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
が
東
北
地
方
以
南
 
 

の
関
東
、
関
西
の
遠
地
市
場
に
多
数
の
出
濠
者
を
出
す
に
至
っ
た
動
因
の
一
つ
と
 
 

も
云
い
得
る
。
即
ち
大
工
市
場
は
縁
故
的
労
働
市
場
圏
と
ほ
な
る
が
杜
氏
の
如
く
 
 

永
久
的
労
働
市
場
と
し
て
の
固
定
的
性
格
を
持
た
な
い
こ
と
よ
り
、
常
に
新
市
場
 
 

へ
勇
飛
せ
ん
と
す
る
こ
と
に
基
因
す
る
。
 
 
 

叉
こ
れ
が
太
平
洋
併
の
主
要
都
市
を
労
働
市
場
と
な
す
こ
と
ほ
交
通
礫
閏
の
売
 
 

薬
連
な
旧
幕
時
代
よ
り
の
移
動
先
が
地
形
的
制
約
の
為
．
主
と
し
て
海
路
交
通
の
 
 

便
利
な
仙
台
蕗
、
或
は
北
上
川
流
域
の
諸
都
市
に
向
け
ら
れ
た
伝
統
的
移
動
性
に
 
 

ょ
る
も
の
と
云
え
る
が
、
し
か
し
明
治
以
後
の
我
が
国
近
代
都
市
の
勃
興
は
太
平
 
 

洋
側
に
於
て
著
し
く
交
通
機
関
の
発
達
と
共
に
裏
日
本
柳
が
労
力
給
涯
地
帯
と
し
 
 

て
の
性
格
を
示
し
た
一
般
的
傾
向
と
其
の
方
向
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
云
え
よ
 
 

ろ
ノ
0
 
 
 殊

に
近
代
都
市
建
設
に
於
け
る
工
場
、
会
社
、
官
公
碕
建
物
及
び
住
宅
．
或
ほ
 
 

災
害
復
興
等
に
謝
し
て
大
工
労
務
者
の
需
要
ほ
高
く
∵
冬
我
が
国
、
家
屋
の
特
色
 
 

で
あ
る
木
造
建
築
の
消
耗
が
鉄
筋
の
そ
れ
よ
り
も
甚
だ
し
く
、
従
っ
て
こ
れ
等
の
 
 

大
都
市
内
部
に
於
て
常
に
建
築
労
務
要
員
の
需
要
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
ょ
る
も
 
 

の
で
あ
ろ
う
。
 
 

三
 
貴
質
券
賃
の
増
分
と
出
稼
距
離
 
 

し
か
し
労
働
力
の
移
動
ほ
移
動
に
要
す
る
諸
費
用
及
び
実
質
労
賃
の
増
減
に
密
 
 

接
な
関
係
を
有
し
、
決
し
て
無
秩
序
に
抱
起
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。
 
 

一
l
七
 
 
 

一
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殊
に
旗
費
は
距
離
濫
比
例
し
て
高
額
と
な
る
故
、
当
出
稼
の
背
後
に
あ
つ
て
こ
れ
 
 

を
支
え
て
い
る
も
の
ほ
遠
距
離
移
動
の
諸
費
用
を
補
う
経
済
的
採
算
性
の
存
在
で
 
 

ぁ
ろ
う
。
大
工
出
稼
に
要
す
る
放
資
ほ
原
則
と
し
て
自
己
頁
捜
で
あ
る
が
、
椎
大
 
 

工
師
匠
に
引
率
さ
れ
る
弟
子
の
旗
費
は
師
匠
が
こ
れ
を
負
担
し
個
別
な
も
の
に
限
 
 

り
旗
費
の
前
払
制
が
あ
る
。
（
大
磯
模
な
現
場
の
場
合
）
し
か
し
何
れ
に
し
ろ
自
 
 

己
支
弁
を
立
前
と
す
る
こ
と
よ
り
遠
距
離
移
動
あ
諸
費
用
を
補
う
経
済
的
採
算
性
 
 

が
一
広
間
ほ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

夢
二
表
は
気
仙
郡
小
友
柑
を
起
点
と
し
各
地
主
要
労
働
市
場
に
至
る
徒
棺
鹿
費
 
 

と
、
食
費
支
給
に
ょ
る
一
日
の
手
取
り
労
賃
及
び
年
収
入
額
を
示
し
た
も
の
で
あ
 
 

る
。
 
 

移動距離と大工純収入の増分関係（嘉3表）  

小友躍  

起  鮎  

（A）   

年収入  

（li）（A）－（n）  

往復儀費 純収入  
日 給額  

円  H  

260  る5，000  

300  75，000  

300  75，0〕0  

300  75，000  

350×  87，5〇0  

450× 112，500  

380×  95，000  

4：）0× 100，000  

l与  川  
大船渡  

盛  岡  

仙  台  

青  森  

東  京  

構  濱  

大  阪  

池  川  

40  64，9る  

640   74．3る  

640  7∠壬ク36  

1，180  73，820  

！，520  85フ98C  

l，560 110，94〔′  

2・240  92，76G  

2，300  97，70  

’備考（1）日給領は食儲満場側もちの場合を示す。但し×  

印は飯場にて会する場合の経費を差引いた手取  

実録。  

位）年収入は稼動目数250日分の券賃を示す。  

（3）昭和2咋12月現在の気仙都小友村用稼者の調査  

に基く。  

出稼市場別大工労賃と移動者率との関係 （第4表）  

一
一
入
 
 
 

（
詫
）
穿
賃
制
度
は
日
給
、
月
給
、
出
撃
濁
梯
、
前
沸
の
諸
制
度
が
あ
る
が
日
給
制
が
 
 

最
も
多
く
、
叉
一
年
間
の
稼
働
日
教
は
二
五
C
月
と
見
磯
さ
れ
る
が
故
に
、
こ
れ
を
基
準
 
 

と
し
て
年
収
入
額
よ
り
往
復
鹿
費
を
差
引
い
た
純
収
入
額
の
市
場
別
比
較
を
な
し
た
。
 
 

備考（1）壇稼番卒ほ昭和24年度移動者三394名の調査に基く。   

（扮但し上記市場以外の約1割4分の摘稼者を除く。   

こ
れ
に
依
れ
ば
径
稼
旋
費
の
 
 

増
分
ほ
長
距
離
に
な
る
に
と
も
 
 

な
い
増
加
し
、
殊
に
姫
川
を
中
 
 

心
と
し
た
北
海
道
市
場
は
最
高
 
 

放
資
を
示
す
が
其
の
純
収
入
に
 
 

於
て
も
高
額
で
あ
る
。
碓
横
浜
 
 

市
場
が
最
高
額
を
示
す
の
ほ
進
 
 

駐
軍
関
係
に
ょ
る
建
築
要
員
の
 
 

需
要
に
広
じ
た
も
の
で
あ
り
、
 
 

こ
れ
等
一
、
二
の
例
外
を
除
け
 
 

ば
遠
距
離
市
場
程
純
収
入
も
ー
 
 

般
に
高
額
を
示
し
て
い
る
。
従
 
 

っ
て
大
工
出
塚
に
み
る
長
距
離
 
 

移
動
は
明
か
に
経
済
的
採
算
性
 
 

に
裏
附
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
 
 

り
、
よ
り
高
い
実
質
労
賃
の
支
 
 

給
に
於
て
は
距
離
的
制
約
を
越
 
 

え
て
移
動
す
る
一
両
を
見
る
。
 
 
 

し
か
し
、
．
こ
れ
が
移
動
率
と
 
 
 



伊
関
係
に
於
て
収
益
察
の
最
高
を
示
す
神
奈
川
市
場
が
第
六
位
の
移
動
割
合
（
六
・
 
 

二
こ
を
有
し
、
叉
収
益
増
分
叡
第
三
位
を
占
め
る
大
阪
市
場
が
最
低
移
動
率
 
 

（
三
・
六
％
）
の
第
七
位
に
当
つ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
収
益
増
分
顔
第
二
位
 
 

の
北
海
道
市
場
が
第
一
位
の
移
動
率
を
示
し
、
第
四
位
の
東
京
市
揚
が
第
二
位
の
 
 

移
動
割
合
を
有
し
、
叉
第
立
位
の
宮
城
市
場
が
夢
二
位
の
移
郵
率
を
一
聖
㌔
殊
に
 
 

最
低
収
益
額
の
岩
手
市
場
が
第
五
位
の
出
稼
率
を
持
ち
、
最
高
収
益
額
を
示
す
神
 
 

奈
川
及
び
大
阪
市
場
の
そ
れ
よ
り
も
よ
り
高
い
移
動
割
合
を
有
す
る
こ
と
は
見
逸
 
 

す
こ
と
が
出
来
な
い
。
（
第
四
表
参
照
）
 
 
 

こ
れ
ほ
実
質
労
賃
の
高
額
支
給
と
そ
れ
に
対
す
る
移
動
割
合
が
、
必
ず
し
も
畢
 
 

比
例
的
関
係
に
あ
る
と
見
撤
し
得
な
い
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
 
 

経
済
的
採
算
性
の
耐
よ
り
遠
地
出
稼
の
可
能
惟
を
是
認
し
得
る
と
し
て
も
、
巽
虞
 
 

労
賃
の
高
低
と
ほ
無
関
係
に
長
距
離
移
動
を
制
約
す
る
何
等
か
の
要
肉
、
か
存
在
す
 
 

る
と
見
徹
さ
れ
る
。
 
 

国
 
鳥
義
経
螢
規
模
と
移
動
距
離
 
 

気
仙
大
工
が
農
民
出
顔
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
限
り
農
業
投
下
労
働
と
密
接
な
 
 

関
係
を
有
し
、
常
に
両
者
の
調
節
に
於
て
其
の
移
動
が
現
れ
る
。
蓋
し
農
業
投
下
 

●
 
 

労
働
の
繁
閑
度
ほ
自
家
経
営
面
蹟
の
大
小
に
左
右
さ
れ
る
が
故
に
、
出
様
労
働
ほ
 
 

農
家
経
営
規
枚
と
の
相
関
に
於
て
打
ち
出
さ
れ
、
殊
に
出
稼
距
離
の
長
．
短
及
¢
 
 

移
動
期
間
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
も
の
と
云
え
る
。
 
 
 

か
ゝ
 

と
、
（
第
五
表
参
照
）
三
反
未
満
の
零
細
規
模
義
家
よ
り
の
出
様
先
市
場
は
岩
手
 
 

気
仙
大
工
出
桜
の
移
動
艶
陶
と
拒
離
的
性
格
の
一
考
察
（
川
本
）
 
 

県
内
及
び
宮
城
市
場
（
主
上
し
て
仙
台
市
、
梯
生
郡
、
登
米
郡
、
本
音
郡
、
遠
田
 
 

郡
）
に
多
く
当
野
営
階
層
よ
り
の
揖
稼
者
級
数
の
六
割
八
分
を
占
め
、
更
に
青
森
 
 

市
場
に
約
二
割
の
移
動
者
を
見
る
こ
と
よ
り
、
極
小
寄
細
農
家
よ
り
の
移
動
先
ほ
 
 

近
距
匪
市
場
に
ょ
り
多
く
移
動
す
る
侭
向
を
示
す
も
の
と
云
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
 
 

し
て
三
反
か
ら
五
反
歩
経
営
農
家
麟
よ
り
の
移
動
ほ
岩
手
、
宮
城
市
場
が
約
三
割
 
 

至
っ
て
ほ
岩
手
県
内
移
動
者
の
み
に
ょ
つ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
、
〉
 
 
 

の
低
率
を
示
す
に
反
し
東
京
、
神
奈
川
、
大
阪
、
北
海
道
の
速
軒
誰
市
場
が
六
割
 
 

八
分
の
高
率
を
占
め
、
更
に
五
反
か
ら
一
町
歩
経
営
農
家
層
に
於
て
岩
手
、
宮
城
 
 

市
場
の
そ
れ
が
二
割
三
分
、
東
京
、
神
奈
川
、
大
阪
、
北
海
道
市
場
が
七
利
一
身
 
 

の
移
動
割
合
を
嘉
す
。
し
か
る
に
一
町
か
ら
一
町
五
反
歩
経
営
農
家
に
於
て
は
、
 
 

前
者
と
は
逆
に
近
距
離
の
岩
手
、
宮
城
市
場
が
八
割
八
分
の
高
率
を
占
め
遠
距
離
 
 

市
場
は
僅
か
一
都
二
分
に
過
ぎ
な
い
∵
こ
れ
が
一
町
五
反
よ
り
二
町
歩
経
営
層
に
 
 

従
っ
て
経
営
規
税
別
に
み
た
移
動
距
虹
の
性
格
は
三
反
未
満
の
経
営
農
家
及
び
 
 

一
町
歩
以
上
の
農
家
層
が
近
距
離
市
場
へ
の
移
動
を
示
し
、
五
反
か
ら
一
町
歩
経
 
 

営
農
家
が
最
も
遠
方
に
移
動
す
る
傾
向
を
有
し
、
三
反
か
ら
五
反
未
満
の
そ
れ
が
 
 

こ
れ
に
次
ぐ
長
距
柾
市
場
へ
の
移
動
農
家
と
見
倣
さ
れ
る
。
就
中
五
反
歩
前
後
の
 
 

経
営
農
家
傾
が
最
も
速
距
離
市
場
へ
の
移
動
性
を
有
し
、
こ
れ
を
中
心
と
し
て
経
 
 

営
規
模
が
大
と
な
る
程
近
距
誰
移
動
傾
向
が
強
く
、
叉
小
と
な
る
程
大
規
模
の
そ
 
 

れ
の
如
く
近
距
離
市
場
へ
の
移
動
を
看
取
t
得
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
に
ょ
つ
て
気
仙
大
工
出
様
に
み
る
移
動
距
離
の
長
短
は
経
営
規
模
五
反
農
 
 

家
層
を
基
準
と
し
て
経
営
規
模
の
拡
大
に
逆
比
例
し
、
其
の
縦
少
に
正
比
例
的
関
 
 

係
を
示
す
も
の
と
見
徹
さ
れ
る
。
一
町
歩
以
上
の
経
営
農
家
に
な
る
程
近
距
離
市
 
 

】
一
九
 
 
 

「
L
 
 



場
へ
の
移
動
性
を
示
し
た
の
ほ
、
・
明
か
に
農
業
投
下
労
力
の
よ
り
高
度
の
要
求
に
 
 

対
広
し
、
農
繁
期
一
時
帰
村
し
て
土
地
生
産
に
参
加
し
得
る
近
距
離
市
場
に
移
動
 
 

す
る
こ
と
に
基
く
．
こ
れ
が
各
労
働
市
場
に
於
け
る
出
稼
収
益
の
高
低
と
必
ず
し
 
 

も
正
比
例
的
関
係
を
と
ら
な
い
移
動
率
を
示
し
た
一
要
因
で
あ
ろ
う
。
五
反
歩
農
 
 

家
が
最
も
収
益
性
の
あ
る
遠
踵
酪
市
場
に
移
動
す
る
の
は
、
当
経
営
規
模
が
留
守
 
 

豪
族
に
よ
る
農
家
経
営
と
し
て
最
も
適
広
し
た
琴
簸
で
あ
り
、
従
っ
て
移
動
に
対
 
 

す
る
経
営
的
制
約
の
極
め
て
稀
薄
な
階
腐
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
 
 
 

農家経営規模と出稼先移動距離の関係（第5表）  
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備考（1）昭和24年慶現在、気仙都小友村の出様者、245名の各戸  

調査に基く。  

r2）但し非農家よ玖の出稼者23名を除く。  
こ
れ
が
中
層
農
家
の
そ
れ
に
於
て
ほ
岩
手
、
宮
城
市
場
が
約
一
割
六
分
を
示
し
 
 

青
森
市
場
を
加
え
て
約
二
部
の
移
動
を
見
る
に
反
し
、
東
京
、
神
奈
川
、
大
阪
、
 
 

北
海
道
の
遠
地
市
場
は
約
七
割
六
分
の
最
高
移
動
割
合
を
と
る
。
し
か
る
に
下
層
 
 

農
家
の
そ
れ
に
於
て
ほ
中
層
と
ほ
逆
に
岩
手
、
宮
城
市
場
が
六
割
国
分
の
高
率
を
 
 

占
め
、
遠
地
市
場
が
三
割
の
低
い
移
動
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
遠
距
離
移
動
傾
 
 

向
の
強
い
農
家
麿
は
経
済
的
中
層
農
家
を
第
一
位
と
し
、
上
層
の
そ
れ
が
第
一
一
位
 
 

に
当
り
下
層
農
家
の
移
動
が
第
三
位
で
最
も
弱
く
、
逆
に
近
距
離
移
動
傾
向
の
強
 
 
 

一
二
〇
 
 

し
か
し
最
も
経
営
的
制
紛
の
弱
い
農
家
層
は
五
反
歩
以
下
の
極
小
零
細
 
 

農
家
と
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
こ
れ
が
収
益
性
の
高
い
遠
地
市
 
 

場
に
移
動
す
る
傾
向
を
示
さ
ず
、
も
つ
ぱ
ら
大
規
模
経
営
農
家
の
そ
れ
と
 
 

同
様
に
岩
手
、
∨
宮
城
の
近
距
離
市
場
に
・
移
動
す
る
の
は
如
何
な
る
要
因
に
 
 

基
く
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 

五
 
農
家
経
済
階
層
と
移
動
距
離
 
 

気
仙
大
工
出
稼
が
速
距
匪
移
動
性
を
有
す
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
 
 
 

こ
れ
に
要
す
る
放
資
一
切
ほ
原
則
と
し
て
自
己
負
担
で
あ
る
こ
七
よ
り
 
 

一
方
に
経
営
規
模
的
制
約
を
有
し
乍
ら
、
他
方
出
様
経
費
を
中
心
と
し
た
 
 

経
済
的
諸
条
件
が
距
離
的
性
格
に
何
等
か
の
関
係
を
示
す
も
の
で
ほ
な
か
 
 

ろ
う
か
。
か
1
る
立
場
よ
り
出
様
農
家
の
経
済
階
庵
別
移
動
傾
向
を
吟
味
 
 

す
る
に
、
（
第
六
表
参
照
）
上
層
農
家
よ
り
の
移
動
先
ほ
近
臣
証
の
岩
 
 

手
、
宮
城
市
場
が
五
割
を
占
め
、
東
京
、
神
奈
川
、
大
阪
、
北
海
道
市
場
 
 

が
囲
割
七
分
に
当
り
遠
近
両
市
場
共
ほ
ゞ
同
率
の
移
動
傾
向
を
示
す
。
 
 



い
の
ほ
す
層
農
家
を
夢
一
と
し
上
層
、
中
層
が
こ
れ
に
次
ぐ
。
 
 
 

こ
れ
ほ
移
動
距
離
の
長
矩
と
経
済
階
廟
の
高
低
関
係
が
、
中
層
経
済
農
家
を
基
 
 

出稼農家の轟済階層と出稼先移動距離との関係（第6表）  

●
 
気
仙
大
工
出
疾
の
移
動
名
園
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距
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的
性
格
の
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備考（1）昭和24年度現在、気仙都小友村の出様者245名り各戸調査に基く。  

切 但し非農家よりの出様者23名を除く。  

㈱ 経済階層は昭和24年度締民栓負加額を基準とし、其の他の事情を斜酌して区分し  

た0  

準
と
し
て
上
層
転
移
行
す
る
に
伴
い
逆
比
例
的
関
係
を
示
し
、
下
層
農
家
に
な
る
 
 

に
従
い
正
比
例
的
関
係
を
示
す
も
の
と
見
倣
さ
れ
よ
う
。
 
 
 

し
か
し
上
層
の
そ
れ
が
逆
比
的
関
係
を
示
す
と
錐
も
其
の
約
五
割
は
遠
地
市
場
 
 

へ
の
移
動
を
な
す
こ
と
は
見
過
せ
な
い
。
こ
れ
ほ
既
に
見
た
鷲
工
出
嬢
に
 
 

於
て
大
工
師
匠
（
棟
梁
）
の
移
動
率
が
、
上
層
に
最
も
高
く
中
層
が
こ
れ
に
次
ぐ
 
 

移
動
傾
向
を
示
し
た
の
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

次
に
こ
れ
を
経
営
規
模
別
移
動
距
離
の
諸
傾
向
と
の
関
連
に
於
て
み
る
と
、
中
 
 

層
農
豪
の
そ
れ
が
最
も
強
い
遠
地
出
稼
の
性
格
を
示
L
た
こ
と
は
、
経
営
規
模
五
 
 

反
歩
前
後
の
農
家
層
が
遠
距
離
移
動
性
を
有
し
た
こ
と
を
裏
書
き
す
る
も
の
で
あ
 
 

り
、
叉
上
障
農
豪
の
約
五
割
及
び
下
層
の
そ
れ
が
近
距
離
的
移
動
性
を
示
し
た
こ
 
 

と
も
、
一
町
歩
以
上
の
経
営
喪
家
及
び
三
反
歩
以
下
の
極
小
零
細
喪
家
が
近
距
離
 
 

市
場
へ
の
移
動
傾
向
を
と
つ
た
こ
と
を
藁
附
け
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

従
っ
て
経
営
規
模
五
反
歩
前
後
の
農
家
に
し
て
且
つ
経
済
的
中
層
農
家
に
最
も
 
 

強
い
長
距
雛
移
動
の
性
格
を
是
記
し
得
る
と
共
に
、
同
じ
く
五
反
歩
前
後
の
上
層
 
 

農
家
が
こ
れ
に
次
ぐ
遠
地
市
場
へ
の
移
動
を
な
す
と
云
い
得
る
。
こ
れ
に
対
し
て
 
 

経
営
規
模
三
反
以
下
の
下
層
経
済
農
豪
及
び
一
町
歩
以
上
の
上
層
農
家
程
近
距
離
 
 

移
動
の
出
稼
傾
向
を
示
す
も
の
と
云
え
よ
う
。
 
 
 

経
営
規
模
一
町
歩
以
上
の
上
層
農
家
層
が
近
距
離
市
場
へ
の
移
動
傾
向
を
示
す
 
 

の
ほ
、
当
階
層
が
農
業
投
下
労
力
の
需
要
度
が
高
く
移
動
に
対
す
る
経
営
規
模
的
 
 

制
約
を
伴
う
こ
と
に
基
因
し
た
。
し
か
る
に
経
営
的
制
約
の
薄
弱
な
三
反
未
満
の
 
 

農
家
が
最
も
近
距
離
移
動
傾
向
を
示
す
の
ほ
、
当
経
営
層
が
一
般
的
に
経
済
的
貧
 
 

農
層
で
あ
る
こ
と
に
ょ
る
。
即
ち
下
宿
費
農
豪
な
る
が
故
に
遠
距
離
市
場
に
顔
動
 
 

】
ニ
ー
 
 
 

l
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す
る
諸
経
費
が
円
滑
に
支
出
さ
れ
難
い
こ
と
に
其
の
三
国
が
あ
る
。
し
か
し
出
稼
 
 

に
要
す
る
旋
費
の
性
格
は
既
に
示
し
た
如
く
、
（
夢
二
表
参
照
）
最
高
額
の
旋
費
 
 

を
要
す
る
姫
川
市
場
に
於
て
約
一
週
間
の
労
賃
で
補
わ
れ
、
此
の
面
よ
り
放
資
の
 
 

問
題
ほ
一
応
解
決
さ
れ
得
る
。
そ
れ
に
も
か
ゝ
ね
ら
ず
下
層
貧
農
層
が
移
動
経
費
 
 

に
制
約
さ
れ
る
理
由
ほ
放
資
は
原
則
せ
し
て
自
己
支
弁
で
あ
り
、
更
に
大
市
場
に
 
 

み
る
放
資
の
前
払
制
が
な
い
限
り
放
資
調
達
は
借
金
に
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
 
 

こ
れ
が
貧
農
な
る
が
故
に
其
の
調
達
に
極
め
て
困
難
を
伴
う
こ
と
に
ょ
る
。
し
か
 
 

し
放
資
調
達
の
困
殊
に
も
増
し
て
長
距
離
移
動
を
制
約
す
る
他
の
一
因
は
、
当
階
 
 

層
が
日
雇
い
労
働
に
ょ
る
日
々
的
現
金
収
入
の
必
要
が
強
く
安
心
し
て
家
庭
よ
り
 
 

離
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
農
家
で
あ
る
こ
と
に
ょ
る
。
倍
其
の
他
下
層
農
家
の
中
 
 

に
は
小
作
形
態
を
と
る
も
の
が
多
く
自
由
な
労
働
時
間
を
持
た
な
い
こ
と
等
が
あ
 
 

げ
ら
れ
る
。
 
 
 

従
っ
て
経
営
規
模
三
反
歩
以
下
の
貧
農
膚
よ
り
の
移
動
ほ
、
一
町
歩
以
上
の
上
 
 

層
農
家
と
同
様
に
近
距
離
出
様
傾
向
を
示
す
と
躍
も
．
前
者
が
経
済
的
貧
困
性
に
 
 

ょ
る
に
対
し
、
後
者
は
経
営
規
模
的
制
約
に
基
く
結
果
と
見
徹
さ
れ
る
。
更
に
五
 
 

反
歩
前
後
の
中
層
農
家
及
び
上
層
農
家
に
遠
地
市
場
へ
の
移
動
を
見
る
の
は
、
其
 
 

の
経
営
が
留
守
家
族
の
労
働
に
適
応
し
た
規
模
で
あ
り
、
且
つ
遠
距
離
市
場
に
移
 
 

動
し
得
る
経
済
的
裏
附
け
の
あ
る
階
層
で
あ
る
こ
と
に
起
凶
す
る
。
こ
れ
は
当
山
 
 

㊥
 
 

稼
が
兼
業
副
農
膚
を
出
様
給
源
中
核
層
と
な
し
、
三
反
か
ら
l
町
未
満
の
経
営
農
 
 

家
よ
り
の
移
動
が
支
配
的
で
あ
り
、
下
層
貧
農
家
よ
り
の
移
動
困
難
な
出
様
構
造
 
 

を
示
し
た
こ
と
よ
り
み
て
も
首
肯
し
得
る
。
 
 
 

以
上
に
よ
つ
て
各
労
働
市
場
に
於
け
る
実
質
労
賃
の
高
低
と
移
動
率
が
必
ず
し
 
 

●  

一
こ
こ
 
 
 

も
正
比
例
的
傾
向
を
示
さ
な
か
つ
た
こ
と
は
／
農
家
経
営
及
び
経
済
的
条
件
に
基
 
 

く
距
錠
的
制
約
に
よ
る
こ
と
を
是
認
し
得
る
の
で
あ
る
。
恰
か
も
彼
の
南
部
杜
氏
 
 

＠
 
 

出
稼
に
於
て
五
反
か
ら
一
町
歩
経
営
農
家
が
よ
り
収
益
性
の
あ
る
遠
地
市
場
の
労
 
 

働
瀕
ノ
と
な
り
、
一
町
歩
以
上
の
大
規
模
経
営
層
に
な
る
に
伴
い
近
踵
離
市
場
に
移
 
 

動
す
る
の
と
類
似
す
る
の
で
あ
る
。
 
 

六
 
大
工
市
場
に
於
け
る
稼
働
量
と
移
動
距
雑
 
 

穀
上
の
吟
味
に
ょ
り
当
出
稼
に
於
け
る
移
動
距
離
の
性
格
が
農
家
経
営
及
び
経
 
 

済
的
条
件
と
密
接
な
関
係
を
示
す
こ
と
を
看
取
し
得
た
が
、
こ
れ
等
と
ほ
別
に
各
 
 

労
働
市
場
に
於
け
る
稼
働
量
の
多
寡
が
距
離
的
性
格
に
あ
た
え
る
約
割
を
見
逸
す
 
 

こ
と
は
出
来
な
い
。
大
工
市
場
ほ
仕
事
の
完
了
と
共
に
其
の
労
働
需
要
ほ
一
広
解
 
 

消
さ
れ
る
が
故
に
、
当
出
産
者
は
新
市
場
を
求
め
て
移
動
せ
ね
ば
な
ら
な
い
っ
此
の
 
 

際
旧
市
場
が
新
市
場
へ
の
足
場
と
な
り
こ
れ
等
新
旧
市
場
が
伝
統
的
出
稼
地
域
と
 
 

な
る
こ
と
ほ
勿
論
で
あ
る
が
、
彼
の
酒
造
市
場
の
如
く
毎
年
冬
季
酒
造
期
に
至
れ
 
 

ば
必
ず
杜
氏
労
働
の
．
苦
要
を
生
じ
、
杜
氏
も
叉
冬
期
遊
閑
労
働
の
経
済
化
と
し
て
、
 
 

同
一
市
場
に
移
動
す
る
と
云
う
が
如
き
労
働
市
場
の
固
定
的
性
格
を
も
た
な
い
。
 
 
 

し
か
る
に
大
工
出
産
給
源
墓
相
ほ
裏
作
経
営
の
可
能
地
域
と
組
も
、
一
戸
当
り
 
 

卒
均
経
営
面
積
五
反
七
畝
の
零
細
土
地
生
産
を
一
般
的
と
な
し
、
通
年
的
に
労
働
 
 

生
産
に
ょ
る
現
金
収
入
の
必
要
な
地
域
で
あ
る
。
従
っ
て
大
工
市
場
が
長
期
に
亘
 
 

る
持
続
的
縁
働
性
を
も
た
な
い
こ
と
ほ
当
出
稼
者
の
大
き
な
不
安
で
あ
り
、
常
に
 
 

出
様
市
場
の
選
定
に
於
て
其
の
市
場
の
持
つ
稼
働
量
の
多
寡
が
重
要
な
条
件
と
な
 
 

る
。
し
か
し
市
場
の
決
定
に
於
て
ほ
実
質
労
賃
の
高
低
が
問
題
と
な
る
こ
と
は
当
 
 
 



然
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
市
場
の
も
つ
仕
事
の
持
続
性
が
問
は
れ
、
寧
ろ
こ
 
 

れ
が
優
発
条
件
と
し
て
出
産
市
場
を
左
右
す
る
も
の
が
あ
る
。
 
 
 

例
え
ば
実
質
労
賃
に
於
て
第
一
位
の
神
奈
川
市
場
と
第
四
位
の
束
京
市
場
の
場
 
 

合
、
神
奈
川
市
場
の
移
動
率
が
第
六
位
を
示
す
に
反
し
実
質
賃
銀
の
低
い
東
京
市
 
 

場
が
第
二
位
の
高
率
移
動
を
示
し
て
い
る
。
移
動
距
離
か
ら
見
て
も
大
差
の
な
い
 
 

両
市
場
に
於
て
右
の
如
き
移
動
率
を
示
す
こ
と
は
、
神
奈
川
市
場
が
進
駐
軍
関
係
 
 

に
ょ
る
一
時
的
雇
備
と
し
て
、
長
期
に
亘
る
仕
事
の
持
続
性
を
も
た
な
い
こ
と
に
 
 

ょ
る
も
の
と
見
徹
さ
れ
る
。
従
っ
て
仮
令
冥
質
労
賃
が
低
く
と
も
最
期
に
亙
る
稼
 
 

働
量
を
も
つ
市
場
に
ょ
り
多
く
移
動
せ
ん
と
す
る
傾
向
を
有
し
、
こ
れ
が
前
者
の
 
 

農
家
経
営
及
び
．
経
済
的
条
件
と
相
俣
つ
て
実
質
賃
銀
の
高
低
に
正
比
例
的
関
係
を
 
 

と
ら
な
い
移
動
率
を
示
す
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

七
 
移
動
距
離
に
於
け
る
地
理
的
意
義
 
 

大
工
出
産
の
移
動
街
囲
が
五
つ
の
変
動
期
を
有
す
る
こ
と
ほ
甑
に
指
摘
し
た
 
 

が
五
ハ
の
第
一
期
移
動
に
於
て
県
内
仙
台
市
場
に
向
け
ら
れ
た
こ
と
は
当
気
仙
地
 
 

方
の
も
つ
地
理
的
位
置
が
、
こ
れ
等
労
働
市
場
に
近
接
し
比
較
的
容
易
に
移
動
し
 
 

得
る
こ
と
に
基
い
た
。
し
か
る
に
明
治
四
十
三
年
東
北
本
線
の
開
通
以
来
交
通
速
 
 

度
の
高
度
化
に
伴
い
、
地
理
的
位
置
に
ょ
る
移
動
範
囲
の
制
約
ほ
開
放
さ
れ
眈
に
 
 

第
二
期
発
展
に
於
て
北
ほ
北
海
道
、
南
ほ
東
京
に
至
る
広
範
囲
な
移
動
を
見
て
い
 
 

る
。
従
っ
て
琴
一
期
発
展
後
に
於
け
る
移
動
範
囲
の
変
動
因
子
は
、
各
地
市
場
に
 
 

於
け
る
実
質
賃
銀
、
稼
働
量
、
並
び
に
出
産
琴
教
の
経
営
及
び
経
済
的
条
件
等
に
 
 

ょ
る
社
会
経
済
的
動
因
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
経
営
規
模
五
反
前
後
の
 
 

気
仙
大
工
出
壕
の
移
動
範
陶
と
距
離
的
性
格
の
一
考
察
（
川
本
）
 
 

中
層
農
豪
及
び
上
層
の
そ
れ
が
最
も
遠
地
出
産
の
性
格
が
強
く
∵
ニ
反
以
下
の
下
 
 

層
農
家
、
一
町
歩
以
上
の
上
層
農
家
に
於
て
ほ
近
距
離
市
窃
へ
の
移
動
傾
向
を
看
 
 

取
し
得
た
。
こ
れ
を
出
稼
の
発
生
要
因
よ
り
み
る
と
三
反
以
下
の
下
層
農
家
は
、
 
 

耕
地
面
蔚
の
狭
少
性
と
云
う
自
然
的
条
件
よ
り
来
る
経
営
の
不
合
理
を
合
理
化
す
 
 

る
為
に
、
出
稼
を
最
も
有
効
に
打
ち
出
す
こ
と
の
由
簸
な
階
層
で
あ
る
こ
と
を
物
 
 

語
る
。
即
ち
三
反
以
下
と
云
う
耕
地
面
積
よ
り
来
る
弱
体
土
地
生
産
ほ
、
出
稼
を
 
 

最
も
効
果
的
た
ら
し
め
る
経
済
的
裳
附
け
を
附
与
せ
し
め
な
い
こ
と
に
基
因
す
 
 

る
。
し
か
る
に
五
反
歩
前
後
の
中
層
及
び
上
層
農
家
の
そ
れ
は
自
然
的
条
件
よ
り
 
 

来
る
経
営
の
不
合
理
性
を
、
合
理
化
す
る
為
に
出
稼
条
件
を
最
効
果
的
に
打
ち
出
 
 

す
こ
と
の
可
能
な
階
層
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
一
町
歩
以
上
の
上
層
農
家
に
於
て
三
 
 

反
以
下
の
下
層
農
象
と
同
様
に
、
最
良
条
件
と
し
て
の
出
稼
構
造
を
示
さ
な
い
の
 
 

は
、
土
地
生
産
の
合
理
化
に
ょ
り
出
稼
必
要
度
の
低
い
階
層
で
あ
る
こ
と
を
意
味
 
 

し
て
い
る
。
従
っ
て
当
階
層
よ
▼
り
の
出
様
動
因
は
、
も
ほ
や
自
然
的
条
件
よ
り
来
 
 

る
零
細
経
営
を
合
理
化
せ
ん
と
す
る
発
生
要
因
に
基
く
移
動
で
は
な
く
、
高
い
技
 
 

術
な
る
が
故
に
、
或
ほ
伝
統
的
慣
習
に
ょ
る
移
動
と
見
徹
さ
れ
る
。
こ
れ
ほ
上
層
 
 

農
家
に
大
工
師
匠
の
移
動
率
が
高
か
つ
た
こ
と
よ
り
み
て
も
、
彼
の
酒
造
出
様
に
 
 

於
け
る
上
層
農
豪
の
「
杜
氏
」
の
如
く
富
化
的
出
稼
の
一
類
と
云
え
よ
う
。
 
 
 

更
に
こ
れ
を
距
離
的
性
格
の
成
立
条
件
よ
り
み
る
と
、
三
反
以
下
の
下
層
農
家
 
 

に
於
て
ほ
自
戯
的
条
件
が
最
も
強
く
支
配
し
「
五
反
歩
前
後
の
中
層
及
び
上
層
の
 
 

そ
れ
は
最
良
条
件
の
出
産
収
入
に
よ
り
自
然
的
条
件
よ
り
来
る
土
地
生
産
の
弱
体
 
 

を
克
服
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
文
一
町
歩
以
上
の
上
層
農
家
ほ
逆
に
経
営
規
模
 
 

の
合
理
化
に
よ
つ
て
自
然
的
条
件
を
克
服
し
て
い
る
階
層
と
見
倣
さ
れ
る
。
 
 

一
二
三
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従
っ
て
出
椋
収
入
に
よ
る
農
家
経
済
階
層
昇
進
性
の
最
も
高
い
階
層
は
、
出
稼
 
 

収
入
の
最
良
条
件
を
打
ち
出
す
五
反
歩
前
後
の
中
層
及
び
上
層
農
家
と
推
定
さ
れ
 
 

る
。
傭
三
反
以
、
下
の
下
層
農
家
、
一
町
歩
以
上
の
上
層
農
家
ほ
出
稼
収
入
に
於
て
 
 

は
大
差
な
き
も
、
上
層
の
そ
れ
は
経
営
条
件
の
合
理
化
に
よ
り
生
産
収
入
を
高
 
 

め
、
他
方
、
出
様
収
益
と
併
せ
て
益
々
上
層
農
家
と
し
て
の
地
位
を
強
固
な
ら
し
 
 

め
て
い
る
。
一
方
下
層
の
そ
れ
は
出
椋
を
最
も
有
効
に
打
ち
出
せ
な
い
の
み
な
ら
 
 

ず
経
営
も
又
不
合
理
で
あ
り
、
従
っ
て
経
済
階
層
昇
進
性
の
最
も
緩
慢
な
階
層
と
 
 

推
察
さ
れ
る
。
以
上
に
よ
つ
て
、
下
値
の
そ
れ
が
万
難
を
排
し
て
出
稼
を
経
舵
す
 
 

る
こ
と
に
ょ
り
、
漸
次
当
出
稼
を
最
も
有
効
に
打
ち
出
す
五
反
・
夢
前
後
の
中
層
に
 
 

昇
進
し
、
こ
れ
が
上
層
に
移
行
す
る
に
伴
っ
て
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
れ
る
。
一
つ
 
 

は
出
稼
収
入
に
よ
り
耕
粗
を
獲
得
し
一
町
歩
以
上
の
合
理
的
経
営
を
な
す
農
家
で
 
 

あ
る
が
、
こ
の
タ
イ
プ
に
於
て
は
出
壕
の
最
良
条
件
が
く
ず
れ
る
。
一
方
耕
地
面
 
 

積
の
拡
大
ほ
見
な
い
が
、
山
林
獲
得
の
傾
向
が
強
く
、
且
つ
五
反
歩
前
後
の
経
営
 
 

規
模
の
維
持
に
よ
つ
て
、
常
に
出
様
を
最
優
良
条
件
に
打
ち
出
す
専
業
的
出
稼
農
 
 

家
の
輩
出
で
あ
る
。
こ
れ
等
は
村
落
社
会
構
造
に
及
ぼ
す
出
様
の
影
響
と
し
て
見
 
 

逸
す
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
別
の
機
会
に
詳
論
）
 
 

ま
 
と
 
め
 
 

荻
上
の
分
析
を
通
じ
て
一
応
の
要
約
を
摘
記
す
れ
ば
 
 

侶
 
気
仙
大
工
出
稼
ほ
一
般
経
済
界
の
変
動
或
は
災
害
復
興
と
密
接
な
関
係
を
有
 
 

し
乍
ら
太
平
洋
側
に
沿
う
南
北
型
長
踵
離
移
動
性
を
示
し
、
一
般
農
民
に
見
る
近
 
 

距
離
移
動
の
傾
向
に
従
わ
な
い
移
動
性
を
表
示
す
る
。
 
 

一
二
四
 
 
 

囲
 
こ
れ
を
放
資
と
冥
質
賃
銀
の
関
係
よ
り
吟
味
す
み
と
、
遠
地
市
場
程
収
益
が
 
 

高
く
明
か
に
経
済
的
採
算
性
に
支
え
ら
れ
た
も
の
と
云
え
よ
う
。
し
か
t
こ
れ
が
 
 

其
の
移
動
率
と
正
比
例
的
関
係
を
示
さ
な
い
こ
と
よ
り
気
仙
大
工
出
稼
に
は
三
つ
 
 

の
出
稼
類
型
の
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
得
る
。
第
一
は
実
質
賃
銀
の
一
般
に
高
 
 

い
遠
地
市
場
に
移
動
ナ
る
五
反
夢
前
後
の
上
層
及
び
中
層
経
済
農
豪
で
あ
り
」
所
 
 

謂
専
業
的
出
稼
農
家
の
一
群
で
あ
る
。
第
一
一
は
実
質
賃
銀
の
一
般
に
低
い
近
距
離
 
 

市
場
に
移
動
す
る
一
町
歩
以
上
の
上
層
草
薮
よ
り
の
移
動
で
あ
り
、
所
謂
従
属
的
 
 

出
稼
患
家
の
そ
れ
で
あ
る
。
夢
二
は
三
反
未
満
の
下
層
草
薮
よ
り
の
移
動
で
あ
る
 
 

が
 
こ
れ
・
ほ
第
二
の
出
様
類
型
と
同
じ
く
主
と
し
て
近
距
敵
市
場
に
移
動
す
る
。
 
 

し
か
し
其
の
因
子
ほ
前
者
が
主
と
し
て
経
営
的
制
約
に
ょ
る
に
反
し
、
下
層
の
そ
 
 

れ
が
経
済
的
条
件
に
基
因
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
是
認
し
得
る
。
 
 

何
 
か
く
t
て
当
出
稼
に
み
る
長
距
離
移
動
性
せ
顕
著
に
打
ち
出
し
た
農
家
層
ほ
 
 

専
業
的
出
稼
農
家
の
一
群
と
見
倣
さ
れ
、
叉
第
二
．
第
三
の
従
属
的
出
稼
農
家
の
 
 

そ
れ
が
近
距
離
市
場
へ
の
移
動
性
を
有
し
、
彼
の
実
質
賃
鉄
の
高
低
と
移
動
率
が
 
 

必
ず
t
も
正
比
例
的
関
係
を
示
さ
な
か
つ
た
主
要
因
と
云
い
得
る
。
 
 

勘
 
錦
叉
出
稼
影
響
論
の
立
場
よ
り
、
当
出
稼
に
ょ
る
経
済
階
層
昇
進
性
の
最
も
 
 

高
い
の
は
専
業
的
出
稼
構
造
を
も
つ
五
反
歩
前
後
の
中
層
及
び
上
層
農
家
と
見
倣
 
 

さ
れ
更
に
一
町
歩
以
上
の
そ
れ
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
下
層
農
家
が
最
も
窪
慢
で
あ
る
 
 

と
推
察
さ
れ
る
が
、
こ
れ
等
は
別
の
機
会
に
詳
論
し
た
い
。
 
 
 

以
上
は
当
出
様
に
於
け
る
移
動
距
離
的
性
格
へ
の
検
討
に
資
す
べ
き
二
素
材
を
 
 

提
供
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
 
 
 

素
よ
り
斯
か
る
部
分
的
資
料
の
傾
向
を
以
て
、
直
ち
に
一
姫
的
傾
向
を
指
示
す
 
 
 



る
も
の
と
断
定
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
が
、
し
か
し
衛
此
の
中
に
あ
つ
て
、
農
 
 

民
大
工
の
地
域
的
移
動
は
、
確
単
に
そ
れ
が
現
象
的
に
無
意
義
に
提
起
せ
ら
れ
て
 
 

い
る
も
の
で
は
な
く
、
是
を
基
礎
づ
け
規
定
す
る
と
こ
ろ
の
一
定
の
社
会
、
荘
済
 
 

的
条
件
の
存
在
を
窺
知
せ
し
め
る
に
足
る
も
の
が
見
出
さ
れ
、
同
時
に
其
の
背
後
 
 

に
あ
る
地
理
的
意
義
を
も
坪
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
思
う
。
 
 

乾
 
 

山
耕
稿
醐
踊
碩
諾
紳
荒
岡
と
其
の
拒
離
的
「
人
文
地
理
ヒ
三
谷
一
撃
三
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
昭
和
二
六
年
一
月
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i
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汁
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1
出
楳
距
離
乃
至
出
産
先
の
遠
近
は
特
殊
な
事
情
の
な
い
限
り
 
 

一
般
人
口
移
動
法
則
即
ち
短
距
離
移
動
法
則
に
敬
っ
て
行
は
れ
る
こ
と
－
 
 

㈲
野
望
雄
農
民
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村
の
賛
琵
研
究
 
 
 

五
 
 
 

申
C
・
Y
書
g
品
等
・
塁
草
轟
驚
苧
・
車
警
‥
言
霊
寅
‖
内
 
 

誅
田
に
同
じ
P
、
三
九
 
 

㈲
 
拙
 
樹
 
誅
m
と
同
じ
 
 

〝
 
〝
 
 陸
前
気
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地
方
に
於
け
る
大
工
出
様
 
昭
和
完
年
九
月
東
北
地
理
学
曾
教
表
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三
つ
の
農
民
出
様
比
較
論
－
（
其
の
一
）
 
同
機
閥
誌
「
束
北
地
理
」
四
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三
凍
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〝
 
〝
 
陸
前
気
仙
大
工
用
程
の
質
的
吟
味
諭
（
其
の
二
）
 
未
 
刊
 
 

気
仙
大
工
出
様
の
移
動
敵
国
と
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的
性
格
の
一
考
察
（
川
本
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池
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出
様
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配
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昭
和
一
四
年
六
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誅
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と
同
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ヶ
 
〝
 
詫
m
と
同
じ
 
 

㈹
 
〝
 
〃
 
誌
の
と
同
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ー
出
踪
類
型
の
一
類
と
し
て
文
化
的
出
様
の
一
群
を
摘
由
し
た
一
 
 

本
研
究
に
常
り
御
協
力
を
得
た
気
仙
郡
小
友
村
役
場
、
菅
野
基
一
氏
に
封
し
深
謝
の
意
を
表
 
 

す
る
。
 
 

（
気
仙
大
工
梢
稼
研
究
第
二
報
、
一
九
五
二
、
一
、
二
〇
）
 
 

－
経
済
階
啓
よ
り
み
た
大
工
師
匠
輩
出
率
は
上
唇
二
四
、
四
％
中
層
 
 

一
八
、
C
％
下
暦
八
、
七
％
の
割
合
を
示
す
－
 
 

詫
肋
と
同
じ
 
 

詫
田
と
同
じ
P
四
〇
 
 

託
肋
と
同
じ
 
 




